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	認知症の方との コミュニケーションのコツ
	認知症の方は、聞こえづらさや理解に時間がかかることがあります。 そのため、声のかけ方を工夫し、伝わりやすい環境を整えることが大切です。 認知症ケアで大切なのは、「してあげる」ではなく、その人と一緒に 取り組むこと。相手の気持ちに寄り添うことで、より良い信頼関係を築きます。
	１．「あなた」を認識してもらう
	横や後ろから急に話しかけると、驚いたり不安につながります。 正面からゆっくり近づき、まずは相手に気づいてもらいましょう。

	２．目線を合わせる
	相手の目線に合わせることで、安心感につながります。 表情が伝わることで、落ち着いて会話をしやすくなります。

	３．話しかける
	名前を呼び、短い言葉でゆっくりやさしく伝えましょう。 大きすぎる声ではなく、聞き取りやすい話し方を心がけましょう。

	４．許可をとる
	「車いす動かしますね」など、動作の前に声をかけましょう。 事前に伝えることで不安を減らすことができます。

	５．わかろうとする
	相手の気持ちに寄り添い、”分かり合おうとする気持ち”を 大切にしましょう。心を開いて向き合うことが、 安心や信頼につながります。
	生駒脳神経クリニック www.ikoma-brain.com/ 〒427-0056 島田市大津通15-2 ☎0547-37-3155
	天気の変化による頭痛・だるさ対策


	耳マッサージでリフレッシュ！
	夏こそタンパク質を！
	カリカリ豚こまと夏野菜のさっぱりだれ



